



























































































































A B Cその他（ ）
2－2．なぜ1段か、なぜ2段かの理由をそれぞれ書いてください。
3－1．お弁当箱はAのようなキャラクター付ですか。それともBのようなシンプルですか。
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手掛かりに-、茨城大学教育実践研究 29、101-109
（2010）
8）原 陽子、竹内 元：・弁当の日・の特質と実践課
題、宮崎大学教育文化学部附属教育実践総合セン
ター研究紀要 19、203-215（2011）
要旨
女子大生を対象に、昼食時における弁当持参の状況、
弁当に対する意識に関するアンケート調査を行った。
調査時期は2009年、大学1年の女子大生72名を対象と
して実施した。
アンケート結果より、 7割以上の学生が普段弁当を
持参していることが確認された。持参する理由として
「経済的、節約になる」が60％と高く、次いで「体に良
い、栄養のバランスが良い」の回答が13％であった。
一方、弁当を持参しない理由は、「作る、弁当箱を洗う
のが面倒」45％、「作る暇がない」27％であった。弁当
を自分で作る学生は53％、家族に作ってもらう学生は
47％と、家族に弁当を作ってもらう学生が多くみられ
た。弁当で一番気を使うことは、栄養面38％、衛生面
29％、金銭面25％となり、栄養バランスや節約を目的
で持参する学生が多い他に、衛生面を重視している学
生が多かった。弁当箱への希望として、「保温性のある
弁当箱」、「密閉性の高い弁当箱」、「汁物が入る弁当箱」、
「油汚れが落ちやすい弁当箱」、「水蒸気が付かない弁当
箱」など機能を重視したものが多くあげられた。
（2011年10月3日受稿）
女子大生の弁当に対する意識調査 59
